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以下の結果は、Pablications of the Astronomical Society of Japanの 61巻 4号に掲載
予定である。
初期連星の存在は星団の力学進化の描像を大きく変える。初期連星を設定するパラメー
タは多数あるにも関わらず (束縛エネルギー分布や離心率分布など)、一部のパラメータで
しか星団の力学進化が研究されていない。私は束縛エネルギー分布の異なる初期連星を含
む星団の力学進化をN 体シミュレーションで研究した。
私はN 体シミュレーションコードGORILLAを用いて 8種類の星団モデルの力学進化
を調べた。そのうちの 6種類の星団モデルでは、粒子数が 16384個で等質量であり、初期
連星の全質量は星団質量の 10%である。各星団モデルですべての初期連星の束縛エネル
ギーは等しく、1 − 300kT。ここで 3/2kT は星の平均運動エネルギーである。
図は上でのべた星団も出るのコア半径 (rc)と半質量半径 (rh)の時間進化を示している。
半径の単位はビリアル半径であり、時間の単位はビリアル半径における星団の軌道時間で
ある。
初期連星を含まない星団モデル (No-binary)と 1kT の初期連星を含む星団モデルでは深
い重力熱力学的なコア崩壊が起こっている (最小のコア半径 0.002-0.004)。10kT、30kT、
100kT の初期連星を含む星団モデルでは、コア崩壊が途中で止まる (コア崩壊が止まった
ときのコア半径 0.05-0.1)。300kT の初期連星を含む星団モデルと 2倍質量星を含む星団モ
デル (Double)では、深いコア崩壊が起こる (最小のコア半径 0.005-0.02)。

1kT や 3kT の初期連星を含む星団が深いコア崩壊をしたのは、初期連星がエネルギー
を放出せず、壊れたからである。300kT の初期連星を含む星団が同じく深いコア崩壊をし
たのは、エネルギーを放出した連星自体がそのエネルギーによって星団から脱出してしま
い、星団にエネルギーを渡せなかったからである。




